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従来の WS
「ワクいく」
まちが動き出す

　宮崎市には現在、27 の地域まちづくり推
進委員会がある。まちづくりを実践する地
域住民の組織で、誰でも、自由に参加する
ことができ、すでに現在 2000 人を超える
メンバーが参加・参画している。
メンバーは、地域住民からの応募、自治会・
PTA などの各種団体や NPO に所属する人
などさまざまで、各部会や実行委員会に
分かれて、地域の特性に合った事業を
展開している。これは、未来の発展に
向けた重要な起点になると考えられる。

2023

　現在、宮崎市が行っているワーク
ショップは個々で完結し、面的な広
がりや相互の関係性が見られない。
本提案では、行政や企業、学校、施
設などが介入することで、大小・長
期短期さまざまなワークショップが
相互関係を持ち、推進力を育むこと
を提案する。

ワークショップのアクティブ化

2050

「“ワクいく” フィールド」としての

阿波岐原森林公園

引用  宮崎市「誘導区域及び誘導施設４」( 2023 年 5月 ）
https://www.city.miyazaki.miyazaki.jp/fs/6/0/6/3/7/6/_/428842.pdf

　コンパクトなまちだからこそ、各々の
WSが関係性をもてる。
WSによって市街地の活性化や、宮崎駅前・
商店街の活性化、各種都市拠点と物理的・
ソフト的な連動が期待できる。
　本提案は、「観光・リゾート＋WS 拠点」
としての阿波岐原森林公園の新たな立ち位
置を明確にすることで、
「多拠点ネットワーク型コンパクトシティ」
が形成される経年的プロセスを提案する。

　学びのフィールドが近いことで、こども
主体の楽しい（ワクワクする）アクティビ
ティ・レジャー・憩いの場としての WS の
拠点化を目指す。

宮崎市の人材ブランド化

内面・自己の育成＝クニ・国づくり

宮崎市民が確立されたスキルを持ち、国内で一目置かれる存在となる

I＝I ターン
（市外・県外から宮崎市へ移住すること）

J＝J ターン
（県内の他市町村などから一旦、
 県外へ出て、宮崎市へ移住すること）

U＝Uターン
（宮崎市から一旦、他市町村へ移住し、
再び宮崎市へ移住すること）

クニ・国づくりの主役に。

IJUの期待

　宮崎市民は、ワークショップという経験によって育まれた開拓力やむそう（夢想・
無双）力などの確立されたスキルを持つことができる。それらの確立されたスキルは、
宮崎市の人材に対する信頼感・ポジティブなイメージを創出し、宮崎市の人材は「ブ
ランド化」され、国内で一目置かれる存在となっていく。

夢想　無双　

開拓力

むそう力

太陽のこども！『ワクいく』計画

地域みんなで子供を育てる・
WSが（あずかり）の場

　support

Child

Distance Price

日本一、子育てが楽しいまちを目指して
　宮崎には気候や物価など、子育て
しやすい環境条件が揃っている。
ここに、地域の人が子育てをサポー
トするためにもWSが作用する。

＋
Warm

COVID-19 を経て 進化

CONVENIENCE
RESTRICTHION

　ワークショップを再編成して、
宮崎市民の意識改革・スキル体得
を目指す。WS などの市民の営み
は象徴性を含まない、地道で具体
的なボトムアップの草の根活動で
あるが、それらが集積するステッ
プは長期的な取り組みの結果とし
て、国を再興させる神話となって
いく。各人が開拓・デザインした
パーソナルエリアがまちの一部と
なることで、自身の価値を認識す
ることができることで「ワクワク」
「いきいき」な暮らしに繋がる。そ
の暮らしによってまちに対する愛
着が
育成され、提案力を身に
つけた子供たちは、
21世紀の牽引者となりうる。

「ワクワク」「いきいき」な暮らし

便利から、不自由を楽しむ時代に。
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地域資源
歴史（古事記の神話）
文化（神楽）
自然（海・山・川）
植生・生態系
気候風土（風・湿度・雨）
農業・商業（営み風景）

　宮崎市は、日向灘に臨む宮崎県の中央部にあり、青い海と空、四季折々の
花や緑に彩られ、豊かな自然と温暖な気候に恵まれた都市で、安全・安心で
良質な海の幸・山の幸など、食材が大変豊富である。さらに、古事記など神
話の舞台となった名所や旧跡地なども数多く存在している。
それらの土地の潜在力が誘い起こされることを目指す。
地域の魅力に気づき、市民の意見・アイデアの入った風景をつくる。

風景の育成

宮崎市の概要
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小学校クラブ活動年間スケジュール

　激変する時代のなかで、新しい価値創造やイノベーションを生み出す人材は重要で
ある。価値創造やイノベーションは、個人の経験に根差す活動であるため、価値創造
教育も個人の経験に基礎をおき、それを育成する社会に変えていかなければならない。
　みやざきっ子の経験の質を高め、学生同士や社会、様々な人との間で価値の共創が
起こるような「ワクいく」というシステム、「Fab Lab」という場でのモノづくり、
そして「ワークショップ」というコトを提案する。みやざきっ子に様々な経験と出会い、
ワクワクとした想像と創造を提供する。

①紹介者（仲介者）
　多様な人材や WS をつなぐ、紹介者として役割。専門
分野が異なっている人や WS と出会うことは難しい。間
に「Lab メン」が紹介者として入ることによって、異な
るセクターの共創型人材が出会い、イノベーションが起
きる。「子ども Lab メン」は自身が所属する学校、地域
の子どもたちへの紹介者となる。

Labメンの構成

　学生たちに、自分たちとは異質な考え方があることを生身で経験し
てもらいたい。大学や高校教育で、高度な知識や専門性を身につける
過程で、学生たちの発想には偏りが生まれている。「異分野の人と一緒
に WS をやることによって、その偏りに気づく。」この経験をすること
で、学生は発想の大元を自由にしておくことができる。また、実際に
社会に出て「何が課題なのか」「何を解決しなければいけないのか」を
考える経験を増やしていくことで「高度汎用力」を育成する。

今までのワークショップとはここが違う！

『 Labメン 』という精鋭隊
Labメンの役割

What’ s?
『 Labメン 』

　クリエイティブ職の方との出会いの場となる。クリエイティブ職同士
の繋がりだけでなく、アイデアが欲しい、作りたいモノやコトはあるの
に作り方や始め方が分からない、そんな人たちや様々な企業が自然と集
まれる駆け込み寺のような場所となる。駆け込んで、様々な人や価値観、
思考や経験と出会うことで、大人だってジャンプできる。

ワクいく課 ライセンスを取得した子ども

　『Lab メン』とは、「ワクいく課の中でも
Fab Lab に特化した職員」と造形加工設備・
機材のライセンス講習を受講した「子ども
Labメン」」で構成される精鋭隊である。

②技術スタッフ
　Fab Lab にある多様な造形加工設備・機材の指導者、
サポートとしての役割。「子ども Lab メン」はライセン
ス講習を受講し、危険度の低い造形加工設備・機材の指
導やサポートを行う。

大人だって
ジャンプできる。

学生だって
立ち向かえる。

そうぞうの場「道の駅」ネットワーク図
“ワクいく” 拠点  

創造と想像、モノとコト

支援

『 Fab Lab 』
What’ s?

『 ビジョニスト 』『  Xデザイナー 』
What’ s?

小学生だって
世界に
貢献できる。

　「ワクいく」ではクラブ活動や授業などで、子どもたちの身につ
けた知識や技術を、自分たちの共同の生活のなかで実質的に使って
「ともに生きる」経験を「小学生のうちに」してもらう。「あなたは
こんなにも貢献してくれている。あなたはありのままでいいし、そ
んなあなたを私たちは信頼している」、この「貢献感」を子どもの
うちから感じる自己信頼を高め、自己肯定感や自尊心が形成され、
新しいWSやプロジェクトに挑戦することが習慣化される。

さらに、家庭や学校、地域社会だけでなく、
宮崎市の歴史、動植物や無生物などの共
同体との繋がりを感じる、人はこの感覚
を感じられる時に、幸福だと感じるとさ

、はで」くいクワ「、りまつ。）1*（るいてれ
子どもたちの現在の well-being と未来の
well-being とが達成され得るのだ。

アドラー心理学の『共同体感覚』

　『ワクいく課』とは、ワクいく計画を促進す
る新たな行政の組織。市役所ではなく、新設
する「道の駅」にオフィスを持つことで、市
民とのフラットな関係を築いていく。

『 ワクいく課 』
もるゆらあぼほ「 、はと』）yrotarobal noitacirbaf（baL baF『　

の（"almost anything"）」をつくることを目標とした、個人に
よる自由なものづくりの可能性を広げるための、デジタル工
作工房とそのネットワークのこと。

『ビジョニスト』とは、クリエイティブ分
野のパイオニアのことを指す。理想の未
来のビジョンを探し求め、問いを提示す
る人。コトづくりのスペシャリスト。

『X デザイナー』とは分野に囚われずに様々
な「X」のデザインを手がける人を指す。求
められているビジョンの答えを提示する人。
モノづくりのスペシャリスト。

潜在能力を引き出す
繰り返す

本質を見抜く

「共同体感覚」を持
つことが子どもたち
が自立していく基礎
になる。「共同体感
覚」は他者を仲間だ
とみなし、そこに自
分の居場所があると
感じられること。

共同体感覚

自己受容

他者信頼

他者貢献

所属感

市役所

行政

『 Lab メン 』

道の駅『 ワクいく課 』

問い

答え

Lab メンバーの略

)31/21/3102( 社ドンモヤイダ』え教の」ーラドア「流源の発啓己自 気勇るれわ嫌『 健史 賀古 ,郎一 見岸：考参

フェニックス・シーガイア・リゾート

フローランテ宮崎

フェニックスカントリークラブ

市民の森

宮崎県屋外型トレーニングセンター

サンビーチ一ッ葉

道の駅
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大人も子供も育成する

“ワクいく”
What’ s?

身近にすぐに参加できるものから
都市計画レベルまで、その全てに
大人と子供の市民が関われる。

　自身の手によって、環境が変化することを体験し、物事を捉える「目（五感）」を養い、
実行する「術」を鍛える。フィールドのうまみを見つけ、自分軸な人生をプレイする。
自分フィールドを開拓する過程で、他人と交わり合い、覚醒した個による動的なエ
リアが波紋のように広がっていく。
宮崎市全体が活性化し、市出身の人々が全国的にブランド化される。
（ひむかの国でうまれた太陽のこども）

個人のwellbeing社会のwell-being 相互の共創
大規模なまちづくり
次世代リーダーの輩出

身の回りの環境づくり
個の確立

楽しくワクワクするワークショップ（WS）で、
まち、コミュニティ、個人それぞれがインタラク
ティブに関わりながら育成されるもの。

現代社会は、成果を求めすぎていろんな発想や自由度を狭めてしまっている。
本提案の『ワクいく』計画ではそれを緩め

「失敗してもいいから、やってみる」という『フェニックスマインド』を目指す。
手のひらで生み出されるものから都市スケールのワークショップまで

さまざまな答えなき問いに、子どもたちと挑戦し続ける。
『ワクいく』計画のワークショップでの、失敗と経験による学びは、
レジリエントな都市形成とレジリエントな人材育成につながる。

ワークショップによって、ひとりひとりに育まれた『フェニックスマインド』は、
宮崎市というクニを再興し、激変する時代のなかで彩光を放つ太陽のクニへと導く。

クニ再興
　自身の well-being を追求する過程で、一人一人が「ワクいく」を通してまちの well-being
化に携わる。個人の身近な問題の解決と地方都市活性化は延長線上にあり、双方からアプローチ
することが近道である。「大規模なまちづくり / 次世代リーダーの輩出」と「詳細なまちづくり /
個の確立」が両立され、長期的な結果として地方都市を含む日本全体が再興する。
関連するキーワード : 人口、高齢化、民主主義、地域再生、幸福度、居場所

潜在能力を行使する

「観光・リゾート
＋

WS拠点」

家賃の安さ

全国 ２位
出典：総務省平成２０年
住宅・土地統計調査

通勤・通学にかかる時間が日本1短い！

参考：総務省統計局　「平成 23年度社会生活基本調査」

平均気温
（平年値 ）

全国 ３位
（1981年～2010年
 30 年間の累年平均）

出典：気象庁観測平年値

参考：総務省 平均消費者
物価地域差指数（2013）

物価の安さがトップクラス

文部科学省「平成 25年度全国学力・学習状況調査」
いい子どもが育つ都道府県ランキング ２位
2013 年度に行われた「全国学力・学習状況調査」の小学
6 年生を対象とした児童質問紙調査にある 123 設問のう
ち、「子どもの資質や成育環境として望ましい・望ましく
ないという判断が可能」な 46 設問を抽出。各設問につい
て、一般常識に照らしてもっとも望ましいと思われる回答
の割合を都道府県別に算出し、偏差値化した。

平均１９分

快晴日数
（平均値）

全国 ２位
（1981年～2010年
 30 年間の累年平均）

出典：気象庁観測平年値
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直売所たべると

オガワ食品
宮崎支店

コルディアーレ
宮崎赤江農園

井野農園

岡崎農園

道の駅

鵬翔高校

宮崎県立
農業高等学校

マーケットプラス株式会社
みやざき食宝

九州オーガニックメイド

みやさん食品株式会社（本社）

（株）器

宮崎ブルーベリー農園

宮崎農園
カンカン通り
商店街

百姓市地産地消村

（有）米良食品
 宮崎工場

NSファーム
マンゴー農園

百姓市場

マルマツ産業
（株）宮崎営業所

南九州大学
（食品開発化学科）

椎茸直売所

宮崎県立
宮崎商業高校
（商業科）

仙人農園

よっちゃん広場

福田農園

奥松農園

宮崎太陽農園

宮崎日本大学中高
（情報ビジネス、芸術学科）

ぽっくる農園
たやまち農園

農家直売わくわく
パーフェクト

KB食品
 宮崎営業所

学校関連

直売所

農園

食品加工工場

市街地
イオンモール宮崎

WS

イペープロジェクト

宮崎県屋外型トレーニングセンター

シェラトン・グランデ・オーシャンリゾート

6次産業プロジェクト関連施設

動線
ゾーニング

天満橋の欄干・緑化デザインWS

新別府川
河川津波WS

至 清武

一ツ
葉有
料道
路（
南線
）

佐土原 IC

宮崎 IC

住吉 IC

宮崎空港

栄町児童公園プロジェクト

宮崎駅

市民の森

蓮ケ池公園

平和台公園

宮崎県総合博物館

県立図書館

大淀川

県立美術館
県立芸術劇場

皇宮神社

宮崎市役所

宮崎県庁

市民の森キックオフミーティング

「ワクいく」拠点

サンマリーナ宮崎

サンビーチ一ツ橋

トム・ワトソンゴルフコース

阿波岐原森林公園
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河川生態系WS 用水路WS

農業WS農業人材WS

蓮ケ池整備WS

ネイチャーゲーム

トイレ整備WS

植物で栞作りWS

みそぎ池WS

ほたるWS

松林保護WS

クリーン作戦

植樹祭

ひむか街道活性WS
星鑑賞整備WS

中心市街地や森林公園が領域内のみで完結し、
周辺環境と境界を隔てるのではなく、グラデー
ショナルにひろがる、歩いて楽しい街を目指す。
「ワクいく」で演出されたランドスケープが点
在することで、「観光・リゾート＋WS拠点」
と中心市街地の間がウォーカブルになり、公共
交通機関の利用者増加、ウォーキングツーリズ
ムのエリア拡大などが期待できる。

・ウォーカブルなまちづくりによる
宮崎の [色を明瞭化・創出 ]

・交通アクセス向上による他エリア、日本各地との接続

A-A’ 断面図 S＝1/500

　常時は、横断歩道橋・集いの場として
利用でき、災害時には、避難施設として
利用する 2つの目的を兼ねた施設。鉄骨
造りで 2階スラブ高さは 5.5 メートル。
海抜 8mに設置され約 3000人が避難す
ることができ、予測される 9.9mの津波
に備える。これにより、海岸のアクティ
ビティを安心して行うことができる。

アカウミガメの産卵

サーフスポット

FabLab

阿波岐原森林公園

サンドパック工法 津波避難タワー

ランドマークとしての建築

屋外会議場

空の視点場

　宮崎海岸では海岸侵食が進行し海岸背後
地の人々の安全が脅かされている。
対策として、浜崖頂部高の低下を防ぐため
環境・景観・利用に配慮したサンドパック
工法を全国で初めて本格的に施工した。
道の駅と連携し、海岸の再活性化を目指す。

浸水深：5.0m～10m

砂丘

浜崖
サンドパック

養浜

洗掘対策 養浜盛土

命の丘

中心に開いたヴォイドが、道路を通
行する車から、印象的に見える。

道の駅

形状コンセプトダイアグラム

　宮崎の県の木である、フェニック
スをモチーフにブーメラン型で構成
し、皆の中心の居場所となりうる場
所を目指した。

Shop

並木完成 !５～６年株
小学低学年 小学校卒業小学中学年 小学高学年

植え付け鉢植え 剪定

１～２年株 ３～４年株

ポタリング
サイクリング整備WS

Robust
ショックを吸収するシステム

Redundant
予期せぬニーズに対応する余力

Resourceful
手持ち資源で緊急なニーズに対応できる

Inclusive
多様な見方を取り入れられる

新たなウォーキング動線の整備

サンマリーナ宮崎から、歩いて来る目的地となる

大人数のレクチャーや
会議に対応するための円形広場
映画鑑賞会や発表会も行われる。
、

6次産業品を販売する。
非常時のに備え、備蓄倉庫も併設されている

道の駅WS

避難所WS
歩道橋WS

六次産業WS

河川津波WS南海トラフWS

サイン整備WS
市民の森の遊歩道・サイン計画を中学生、大学
生が共同で計画から作成まで行う。

市民の要望を反映して
プロポーザル

高大生とコラボする
・直売所
・農園
・加工場

イペープロジェクト

Sea
River・

阿波岐原森林公園 市民の森 の大屋根の下で、
行政の方を交えて『ワクいく』の土壌作りワー
クショップを行う。

第 1回「地域の問題点を探してみよう」

宮崎市内の小学生を対象にイペー種を配り、１ヶ月に
１度ほど阿波岐原森林公園の職員が小学校に出向き、
指導を行いながら、１～２年株（植木鉢）の段階まで
育ててもらう。対象敷地に植え付けを行う。

森林整備WS
下刈り・除伐などの

「檍地区」住民

防災拠点

WC
FabLab

Free Space
Cafe ワクいく課

Shop

加工場

屋外会議場

WC
いろどり広場

マリンフィールド

至シーガイア

駐輪場
給水スポット 宮崎市役所ワクいく課が

あり、技術の必要な加工
場を管理する。そこで再
造された 6次産業クラ
フト品を販売する。

EV

EV

配置図兼 1階平面図 S=1/1200

2階平面図

駐輪場

　みやざき公園協会では、「イペーのあふれるまち」として全国にＰＲするため「イペープ
ロジェクト」を進めている。イペーは宮崎の気候でも育ちやすく、平和・幸せの色でもあり、
黄色い花を咲かせる。
小学校の６年間を使い、イペーの栽培学習を行いながら、自分たちの育てるイペーを宮崎
市内のどこに植えるのか様々な調査と議論を行うことで宮崎市についての知見を子どもた
ちが深めていく。さらに、みやざき公園協会や行政がバックアップやフォローに回ることで、
小学生の社会学習や仕事体験も兼ねる。子どもたちの創り上げた「イペー並木」が宮崎市
の新たな都市骨格となる。

『河川津波ワークショップ』

　東日本大震災で沿岸部に甚大な被害をもたらした津波は、河口から遠く離れた内陸部でも猛
威を振るった。それは、川を遡った津波、“河川津波” が原因であった。この “河川津波” は、
南海トラフ巨大地震でも、広い範囲で被害をもたらすと想定されている。津波対策として、政
府、自治体、地域において様々な取り組みが行われているが、津波から自らの
身を守る基本は、自助努力である。津波から自らの命を守るためには一人
一人、どのように行動すべきであろうか。子どもたちが専門家や大学
生と津波対策について学びながら、意見を出し、命を守るために、
今できる最大の備えについて考えていく。

（ WS例 ）テスラバルブの原理の応用実験
　1方向には流体がなめらかに流れるが、逆方向に流そうとすると大きな抵抗が生じるテ
スラバルブの原理を実空間に応用することで河川津波を抑制できないだろうか。

WSの 積み重ねが  
         子どもの命を守る

２０２３

『 天満橋プロジェクト 』

らんかんワークショップ
橋の居場所プロジェクト

QRコード歴史探検

パブリックアート大作戦

イペープロジェクト

イペープロジェクト

『 栄町児童公園プロジェクト』

まちの小さな研究室

デジタルマスター

ワークショップ

『 空き地子ども農園
プロジェクト』

Tシャツガーランド
ワークショップフラッグデザイン

ワークショップ

２０２８
『阿波岐原森林公園』 

■ コンセプト

『ワクいく拠点・道の駅設計プロジェクト』
　宮崎市役所 ワクいく課のオフィスと FabLab を持つ、『ワクいく』アクティビティの拠点。
市内全域から「ワクいく」や「レジャー」を目的に子供・大人が訪れ、楽しみながら学ぶ。

Forest
Agriculture

『ワクいく』まちづくり
構想してみました！

Fab Lab 一ツ葉
海岸

市民の森

モノをつくる

コトを起こす
実践・挑戦の場

～市民の森キックオフミーティング～

都市の将来像

他拠点ネットワーク型コンパクトシティ形成にあた
り、各拠点同士は “強い早い” 道づくりを行う。
それによる経済効率の上昇、安心安全なくらしの確
保、地域の発展・地域間交流の促進、が期待される。

中心市街地の空洞化が顕著である。2005年
にイオンモール宮崎が開業したことで中心市
街地における歩行者通行量の減少や商業売上
げの減少など、大きな影響を及ぼしている。
それにあたり、2020年には、アミュプラザ
宮崎が中心市街地に開業するなど、求心力を
取り戻す為の計画が行われている。

・宮崎市街地を取り巻く現況

エリア内は、圧倒的な車社会から脱却し、公共交
通機関・自転車・徒歩でつながる、動脈と毛細血
管のような他拠点ネットワークを構成する。

『2023~2028 成果発表会』
＠道の駅

六次産業の拠点
　農業生産額、自給率が低迷する中、宮崎市は比較的自給
率が高い。1次産業 ×2次産業 ×3次産業＝6次産業化を推
進することで、年間総販売金額の増加が期待できる。
6次産業品の開発ワークショップとして、地域の高大生と農
場、加工場、直売所が連携する。
開発された商品を、道の駅で販売する。

一ツ葉PAの現状
・PAの利用率が低い
・飲食店の撤退

一ツ葉有料道路の現状
・海沿いの道であるにもかかわ
らず、防風林で海が見えない。
・他拠点との連携、物流がしや
すいメリットがある。

　2020年に一ツ葉有料道路無償化の計画があった。しかし、
橋梁の緊急耐震工事による資金回収のため、無償化が 2030
年に引き伸ばされた。多拠点ネットワーク型コンパクトシティ
を形成するためには、アクセス向上が必要であるため、無償
化を早急に行うべきである。
道の駅設置にあたり、無償化することで、通行料金を経済効果・
収益で回収できる。
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北海道の 6次産業化事業による年間総販売額・取組件数の推移

資料：農林水産省「6次産業化総合調査」

交通の拠点 有料道路無償化

　一ツ葉海岸の
特長である、美し
い朝日、満点の星空、
ひろがる砂浜を体感す
ることができる。
スラブの有機的な曲線が海や空を切
り取ることで風景をより演出する。フェニックス、太陽、月がアイコンのよう
に強調され、海を背に向ければ広大な松林が広がっており、夕焼けの彩に照ら
された松林のシルエットが幻想的に浮かび上がる。
時間で刻々と移り変わる景色があり、ラボは居場所となることで、何度でも訪
れたい、「ワクワク !いきたくなる」道の駅となる。海側からのアプローチや、
松林側からのアプローチ、どの角度からでも、一歩一歩移り変わる切り取られ
た風景は、ここでしか見ることのできないものである。

Shop
Stok

　松林と、海岸のあいだに位置することで、さまざまな自
然にまつわる WS を開催することができる。この道の駅
を訪れることで、ワクワクするワークショップに出会うこ
とができ、休日の過ごし方・レジャーの新しい形ができる。
また、フェニックスオーシャンリゾートから徒歩 15 分で
あり、ホテル内でのアクティビティで完結しない、地域の
人と交わる体験型観光を行うことができる。

飲食店・ショップだけではなく、
公共としての機能を持たせる

使用されていない海沿いの細
道を散策路として整備する。

6次産業品発信の拠点とする。

A

A’

T シャツづくり
ワークショップ

「ワクいく」で経験してきたことが
“レジリエント” を形成していく

阿波岐原森林公園

中心市街地

宮崎駅

レジリエントな都市
　2050年には、地域の潜在能力でその地域ならではの環境を保
全・創出し、異なる場所で行われる大小さまざまなWSの取り
組みが波紋のように交わることで、ワクワクとした新たな相乗効
果を生むことが可能になる。その予期せず起きるWS間の交わ
りが、持続可能な成長、幸福度、包括的成長を確保するた
めに、新しい情況に適応し、自身を変革し、将来のショッ
クやストレスに備える能力を持つレジリエントな都市の
形成に繋がっていく。

レジリエントな人材

２０５０

　「ワクいく」での活動で、困難や失敗があっても「次はどうすればよ
いか」「他にできることはなかったか」など多面的に捉え、そこから学
び成長してきた経験によって、宮崎市には『不安を楽しむ、混沌を楽
しむ』というレジリエントなマインドを持つ人材が増えていく。
このレジリエントなマインドを持つことによって、個人のウェ
ルビーイングに繋がっていくだろう。

2023.05 「議事録」
　阿波岐原森林公園での問題として、既にいくつか行っているワークショップが点として終わってしまっている。面としての広がりに至っていない点が挙げられた。解
決案として、「WSの拠点としての道の駅」「ワークショップの多様化・活性化のための Fab Lab の導入」、「イペープロジェクトで並木をつくることで既存施設である蓮ヶ
池史跡跡公園との新たな導線作り」などが提案された。道の駅の敷地決定には、一ツ葉 PAが挙げられ同時に、津波避難所としての機能などの提案が行われた。　
　さらに、MTG内で出たキーワードとして、「サイン整備」「南海トラフ」「歩道橋」「河川津波」「松林保護」・整備」「六次産業」「農業」などがあげられた。

至フェニックスカントリークラブ

森林フィールド

至動物園

『イペープロジェクト』

みやざき公園協会の取り組みである「イペープロジェクト」を、宮崎市内
の小学生の授業に組み込むことで宮崎市内にイペー並木が立ち現れていく。

小さな手が再編する都市骨格

Adaptive
過去から学んで行動する

Integrated
境界を越えて協働できる

Flexible
変化する状況に想定内で対応する


